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   Ｃ０１Ｂ  35/18     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成22年2月24日(2010.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　他方、六ホウ化物粒子が分散された日射遮蔽膜用塗布液中における六ホウ化物粒子の分
散安定性を向上させるため、珪酸塩、酸性珪酸液、加水分解性シラン化合物等を用いて六
ホウ化物粒子表面にシリカ被覆層を形成する方法も開発されている（特許文献３）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　また、特許文献３記載の方法では、六ホウ化物粒子表面へのシリカ被覆層の形成が促進
されるように酸化ジルコニウム等の被膜を予め六ホウ化物粒子表面に形成した後、この上
に珪酸塩、酸性珪酸液、加水分解性シラン化合物等を被覆する方法も提案している。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　ところで、微細な六ホウ化物粒子に対し、アルコキシシラン等の表面処理剤あるいは珪
酸塩、酸性珪酸液、加水分解性シラン化合物等を用いて粒子表面にシリカの被覆層を形成
しようとすると、反応段階で粒子表面のシラノール基等の反応性基の極性あるいは水素結
合によって溶媒に対して分散しにくくなるため、粒子同士の激しい凝集が生じ、個々の粒
子に対して均一に表面処理することが困難となる。
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